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ついに最後の報告となってしまいました。最後なのに、ほとんど無名の観光地になってしまいました

が、初心に戻り、最後は「小さな旅」をしたいと思い、ここに決めたのです。カンポ・リグーレは、

リグーリア州のジェノヴァの北 35キロにある人口 3000人（村には 640人ほど）の小さな村です。

3方を川に囲まれた小さな土地に小さな村があったのです。 

 

昔の地名はカンポ・フレッドと言うそうです。カンポとはキャンプのことで、ローマ時代にローマの

軍隊がここに駐留したことに由来してカンポと呼ばれています。フレッドはイタリアで“冷たい”の

意味ですが、その当時、川の水が冷たかったのでしょうか？ 

この小さな村は、3方を川に囲まれて防衛に適していたため、ローマ時代から軍隊の駐留地としてそ

の歴史が始まっているのです。その後、ゴート族、東ローマ帝国、ロンゴバルド族等の支配を経て、

13世紀からジェノヴァのスピニョーラ家の領地となります。しかし、14,5世紀にオーストリアのパ

プスブルグ家による支配を受けたときに、スピニョーラ家の支配に不満を持っていたこの村の住民は

パプスブルグ家に忠誠を誓っています。但し、16 世紀以降も引き続きスピニョーラ家の実質的な支

配が続いていたのです。自由を求める村人はこのジェノヴァの領主への反発を続けて、あくまでもパ

プスブルグ家への忠誠を貫き、18 世紀のオーストリア継承戦争でもジェノヴァに対抗してオースト

リア側についたのです。面白い歴史を持っていますね。但し、現存する建物は、実質の領主であった

スピニョーラ家時代のものがほとんどですので、13及び 16,7世紀の建物です。 

 

例によって、朝一番の列車に乗ってカンポ・リグーレ駅に到着したのは朝の 9 時半過ぎです。駅か

らこの小さな村には歩いて 10分弱、長閑なストゥーラ川に沿って歩きます。寒いくらいの風を感じ

ながら気持ち良く川沿いの道を歩きました。村への侵入口にはいつもの「最も美しい村」の看板が出

ていました。村に入る手前に 17世紀中旬に建てられたバロック風の聖セバスチャーノと聖ロッコの

礼拝堂があります。小さな礼拝堂の中に入るとびっくりです。バロックの豪華装飾とフレスコ画で覆

われているのです。この村の第一印象としてはちょっと強烈過ぎるくらいです。村の入口には「最も

美しい村」を主張するかのように、パステルカラーの家には美しい花が飾られています。 

 

 

村のメイン通りを進むと、この村の中心であるヴィットリオ・エマニュエル広場に出ます。広場には

13世紀に建てられたスピニョーラ宮殿とこの村の教区教会である Natività di Maria Vergine（聖処

女のキリスト誕生）教会があります。広場の西の丘にはスピニョーラ城が見え、東の川には中世の橋



があります。どんな小さな村でも、ちゃんと、村人が憩いの時間を過ごせるような広場があるのは、

いつもながら素晴らしいと思います。 

 

 

広場から西側の岩の丘に建つスピニョーラ城に向かいました。途中に、16 世紀後半にはその存在を

確認されている Nostra Signora dell’Assunta（聖母被昇天）教会があります。この教会の内装も小

さな村の教会とは思えないほど素晴らしいものでした。教会の横の階段を上ると直ぐにスピニョーラ

城が見えます。この城は、ジェノヴァのスピニョーラ家が 13世紀に築いた城ですが、決して大きく

はありません。居城ではなく丘の上に建つ歩哨の塔だったようです。東と南北に川が流れ、北側は岩

山ですが陸続きとなっています。従って、この城の目的は岩山を越えて来た敵に対する備えだったの

です。同時に、村全体を見渡す絶好の位置にあり、反抗的だった村人に対するの威圧もあったのです。 

 

 



 

 

城からもう一度村に戻り、今度は東に流れるストゥーラ川に出ました。ここにあるツアリスト・イン

フォメーションの正面に、中世の石の橋（サン・ミケーレ橋）があります。この橋は 9 世紀に最初

に築かれたのですが、度々起きた川の氾濫で、何度も破壊と修復を繰り返し、最終的には 1842年に

再建されています。9世紀の建築は最初の仕切り部分だけに残っています。しかし、その他の部分は

近代になって再建されてはいても、最初の橋の形をそのまま残すところがイタリア的ですね。 

 

 

橋を渡りストゥーラ川沿いを進んだ先の墓地にあるサン・ミケーレ・アルカンジェロ教会（現在は使

われていません）は 13世紀中旬に存在が確認されていますが、度々の洪水で何度も建直され、今あ

るのは 1935年の洪水後、20世紀に入ってから建て直されたものです。

 



洪水の多い川が、今でも中世の香りが残る小さな村を維持しているのでしょう。橋の先に小高い丘が

あって、そこからの村の眺めはベスト・ポイントです。特に、この中世の橋、ヴィットリオ・エマニ

ュエル広場と丘の上のスピニョーラ城が一直線に並んでいるのが印象的でした。 

 

 

小さな村なので、歩いても直ぐに村全部を見ることが出来ます。最後の旅で、日帰りの「小さな旅」

の原則を呼び覚まされた感があります。もともと、小さなイタリアの村をのんびりと歩いてその村の

歴史と中世の香りを楽しむことを目的に、この日帰り「小さな旅」を始めたのですが、いつの間にか、

世界遺産や大きな街への旅が多くなってしまいました。日帰りでも十分に満足できる条件には、もち

ろん中世の香りの残す村を訪ねることなのですが、同時にミラノからの距離と適度な村の大きさもあ

ったのです。 

 

今まで何度も利用している早朝 6時半のバスに乗ってサンドナート駅に行き、ロゴレド発 7時 12分

のジェノヴァ行きの IC（16.5ユーロ）に乗りました。ミラノは晴れていましたが、ジェノヴァに着

くとものすごい雷雨でした。ジェノヴァを 9 時 2分（午前中は 7 時と 9 時の 2 本しかありません）

に出る列車（2.4 ユーロ）でカンポ・リグーレには 9 時 37 分に到着しました。この時、雨はほとん

ど気にならないくらいでしたが、この日の朝の冷えた風は寒いくらいでした。上着を着てアパートを

出て大正解でした。もう、ミラノは秋に入ったのでしょうね。村に着いた頃には日が差してきました

ので、ほっとしていましたが、お昼前には、また、黒い雲が出てきて雨がぽつぽつと落ちてきました。

しかし、この時には、ほとんどこの「小さな村」を歩き終わっていたので、傘を差して駅に向かいま

した。 

ミラノへの戻りは、例によって、無人駅のカンポ・リグーレ駅からまずジェノヴァに出て（午後にな

ると、カンポ・リグーレからジェノヴァは 1 時間間隔で列車がありますが、無人駅なので、戻りの

チケットは前もって購入しておく必要があります）、ジェノヴァからロゴレドへはいつものようにレ

ジョナーレ（9.1ユーロ）を利用しました。 

ロゴレドに着くと、ミラノも雨になっていました。 

 


